
2008 年度 研究成果発表会 

日時：2009 年 3月 14 日（土）・15 日(日) 

場所：信州大学松本キャンパス理学部 1番教室 

 

3 月 14 日（土）（司会：公文富士夫） 

13:00-13:05  所長挨拶 

13:05-13:10  趣旨説明（公文富士夫） 

13:10-13:30  松川恵子(信州大院) 

中高齢者の安全登山のために～自分の体力に合わせた登山をしよう～ 

13:30-13:50  宮川健(信州大院) 

中高齢者の安全登山のために～登山中は糖質電解質溶液を補給しよう～ 

13:50-14:10  高橋耕一・吉田周平(山岳環境科学部門) 

ハイマツの群落高は分布上限でどのように減少するのか 

14:10-14:30  下野綾子(国立環境研究所生物圏環境研究領域) 

   木曽駒ケ岳の高山植生モニタリング 

14:30-14:50  平尾章(特別研究員) 

中部山岳地域における高山植物のエコタイプ分化 

14:50-15:10  藤山静雄・中島英晴(山岳環境科学部門) 

ヨモギハムシ種群の染色体数の異なる集団の松本周辺山岳域における分布と色彩型 

15:10-15:25   休憩 

15:25-15:45  梅干野成央・土本俊和(山岳環境創生学部門) 

日本アルプスの山小屋に関する調査報告～中央アルプス 西駒山荘～ 

15:45-16:05  泉山茂之(山岳環境共生学部門) 

上高地地域に生息するニホンザル、ツキノワグマの生態研究 

16:05-16:25  三宅康幸・橋本真也(山岳環境科学部門・信州大院) 

     焼岳火山の下堀沢溶岩流溢流前後の地形変遷 

16:25-16:45  川西基博・石川愼吾(立正大 ORC・高知大) 

   上高地梓川の河床砂礫部におけるパッチ状先駆樹種群落の消長 

16:45-17:05  川西基博・山下美緒・若松伸彦(立正大 ORC・東京農業大・東京農業大) 

   上高地梓川の氾濫による河畔林林床の撹乱と植生回復－氾濫 2年後までの経過－ 

17:05-17:25  若松伸彦・鈴木由香・川西基博(東京農業大・東京農業大・立正大 ORC) 

   上高地梓川氾濫原のヤナギ類優占林の森林動態に地下水位の違いが与える影響 

17:25-17:45  鈴木啓助・田中基樹(山岳環境科学部門・特別研究員) 

北アルプスにおける気象観測装置の設置状況 

18:00-    懇親会 

     

 

 

 

 



 

3 月 15 日（日）（司会：公文富士夫）    

10:00-10:20  井田秀行 (山岳環境科学部門 ) 

北アルプス山麓に残る伝統的茅場の保全生態学的研究 

10:20-10:40  中村浩志(山岳環境科学部門) 

     乗鞍岳ライチョウの個体群研究～体重の季節変化と冬期間の生態～ 

10:40-11:00  原山智(山岳環境科学部門) 

上高地学術ボーリングの成果 

11:00-11:20  河合小百合( 特別研究員) 

大正池ボーリング T1にもとづく近世の環境変遷 

11:20-11:40  法橋 亮・大塚 勉(信州大院・山岳環境科学部門) 

飛騨山脈蝶ヶ岳における多重山稜および斜面の地形と地質 

11:40-12:00  村山研一(山岳文化歴史部門) 

上高地の水利開発と観光開発（大正から昭和初期にかけて） 

12:00-13:00   休憩 

13:00-13:20  田中基樹(特別研究員) 

北アルプスにおける冬季降水中の化学成分濃度変動 

13:20-13:40  森井悠太・吉井幸・○東城幸治(信州大理・山岳環境科学部門) 

     山岳源流棲昆虫トワダカワゲラ類の系統進化と生物地理について 

13:40-14:00  木村悟朗・遠藤美那子・花里孝幸・平林公男(信州大院・山岳環境科学部門) 

     湖沼沿岸域で捕獲されるトビケラ成虫の季節変化 

14:00-14:20  佐藤利幸(山岳環境科学部門) 

     中部山岳における寒地性シダ植物の再確認の現状 

14:20-14:40  田中崇行・佐藤利幸(信州大院・山岳環境科学部門) 

愛知県における暖地性シダ植物の分布動態の考察 

14:40-14:55   休憩 

14:55-15:15  江田慧子・中村寛志(信州大院・山岳環境共生学部門) 

     中央アルプスと南アルプスにおけるシデムシ類（コウチュウ目）の垂直分布 

15:15-15:35  江田慧子・中村寛志(信州大院・山岳環境共生学部門) 

     安曇野における絶滅危惧種オオルリシジミの保護回復に関する研究 

15:35-15:55  宇佐美真一・上田昇平・中谷貴壽・伊藤建夫(山岳環境科学部門) 

高山蝶タカネヒカゲ（Oeneis）属の分子系統に関する知見 

15:55-16:15  公文富士夫・河合小百合・藤田紀子(山岳環境科学部門・特別研究員) 

     青木湖と野尻湖の堆積物に基づいた最終氷期最盛期から完新世にかけての気候変動の解明 

16:15-16:35  原山智・大塚勉(山岳環境科学部門) 

     新版長野県地質図の編集状況と今後の計画 

16:40-17:30  総合討論（司会：公文・原山）   

17:30    プロジェクト責任者挨拶（原山智）   


